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情報科の授業において、校舎や教室を3DCGで再現
し、VR空間内を⾃由に移動できるバーチャルな⼯芸
⾼校を制作している。
現在は学校⾒学などへの活⽤を⽬指し、将来的に
はメタバース空間での学習参加や遠隔授業への活⽤
も検討している。

今後の展望

・メタバースを活⽤した学校⾒学
・学校に来られない⽣徒への学習⽀援
・⽣成AIを活⽤したコンテンツ改善
・地域住⺠や⼩中学⽣が参加できる体験型
コンテンツへの発展
・⼤学・企業との連携によるさらなる⾼度化

本校では「⽣成AIとものづくりで未来
を共創する⼯芸デジタル創造プロジェク
ト」をテーマに、⽣成AI・VR等のデジタ
ル技術を活⽤した探究的な学びを推進し
ている。
授業での実践に加え、地域開放型講座
や外部専⾨⼈材との連携を通して、実社
会とつながる学びを展開し、創造⼒・課
題解決⼒を備えたデジタル⼈材の育成を
⽬指している。

DXハイスクール事業を通して、⽣成AIやVRを活⽤
した創造的な学習活動を推進してきた。
特に、⽣徒が主体となって取り組む「もうひとつの
学校をつくる」プロジェクトでは、デジタル技術を活
⽤して新たな学びの可能性を探究することができた。
技術を学ぶだけでなく、技術を活⽤して社会や学校の
あり⽅を考える⼒の育成につながっている。

まとめ 今後の展望


